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会場：アットビジネスセンター東京駅

【セミナーの内容についてのお問い合わせ】

株式会社Ｓ・Ｙワークス
〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町1-2-25 仙台NSビル８階

TEL:022-722-2007
FAX:022-722-1770 担当：佐々木（由）・小笠原康

会場および
時間

料金

■株式会社Ｓ・Ｙワークスのご案内
2006年、元船井総合研究所 取締役常務執行役員を務めた佐藤芳直を代表として創業。
佐藤芳直は、小さな商店から大手メーカー、行政機関、観光開発、そして教育分野まで幅
広い分野で多くの成功事例を生み出し、舩井幸雄氏をして「１０年に１人の天才コンサルタン
ト」と言わしめた。「経営の目的は永続にある」というコンサルティング哲学のもと、「百年企業
の創造」を提唱し、食・教育・地域を中心に、３8００社以上のコンサルティング実績があり、
様々な業種業態のコンサルティングを日本全国で行っている。

※ご参加をキャンセルされる場合は、４月１２日（水）までにご連絡下さい。
以降のお取り消しは参加料金の５０％、当日のキャンセルおよび欠席の場合は受講料金の100%がキャンセル料となりますのでご注意下さい。

※お申込みが最少催行人数に達しない場合には、中止とさせていただく場合がございます。
※万が一、中止となる場合には開催日から14営業日前３月３１日（金）までにご連絡いたします。

お一人様 ３２，４００円（税込）セミナーご参加

佐々木 由高

株式会社 Ｓ・Ｙワークス
チームリーダー
マーケティングコンサルタント

店舗運営のコンサルティングを
現場密着で実践している。
売り場づくりから商品開発、チ
ラシ作成や人財育成などオー
ルラウンドで現場支援を行なう
ことで定評がある。

２０１７年４月２０日（木） 会場：アットビジネスセンター 東京駅
・受付開始13:00から
・講座開始13:30から

（ 住 所 ： 〒104-0031 東京都中央区京橋1-11-2 八重洲MIDビル）

時間 内容 担当講師

13:30
～14:30

「観光から日本の未来を考える。観光ビジネスの本質と未来性」
①世界が向かう方向軸と人間社会の向かう未来の道筋から観光を予見
②観光業の役割とは何か？新たな中心点としての地域から未来を発信する
③新時代観光メソッドはこれ！モデル事例大公開

株式会社Ｓ・Ｙワークス
常務取締役
経営コンサルタント
葛西孝太郎

休憩10分

14:40
～15:40

「スイーツファクトリーの造り方～小さな事から始めましょう」
①実は観光立地店舗かも！？観光が成り立つ商圏構造
②観光スイーツファクトリー開発のキーワード
③ファクトリーショップの事例紹介

株式会社Ｓ・Ｙワークス
チームリーダー
佐々木由高

休憩10分

15:50
～16:50

「集客する観光ファクトリーショップの展開手法」
①ファクトリーショップ展開機能の魅せ方
②コンセプト策定から機能選定までの具体的開発フロー公開！
③集客する名物単品の開発手法と大集客催事の考え方

株式会社Ｓ・Ｙワークス
チームリーダー
佐々木由高

休憩10分

17:00
～17:40

「まとめ講座 ～スイーツファクトリーを観光化する可能性」

株式会社Ｓ・Ｙワークス
常務取締役
経営コンサルタント
葛西 孝太郎

さぁ、

工場の扉を

開きましょう！

★ スケジュール ★

工場が観光集客の拠点になる！？その理由とは？

工場イベントに3日で3.5万人が集まる！？

地元に愛される工場が観光集客成功のカギ！

葛西 孝太郎

株式会社 Ｓ・Ｙワークス
常務取締役
経営コンサルタント

佐藤芳直のもとで、食品業
界や観光業をはじめとし、
様々な業種・テーマのコン
サルティングを行う。
食品メーカーや農業に関わ
る仕事で数々の実績を収め
ている。共鳴顧客づくりと一
体化した販売促進強化を
得意とする。



工場こそ、最大の集客装置であり、理念の発信拠点！だから
！

■観光＝地域の光（文化）を観る事

■地域に愛されている店舗だからこそ、観光客も足を運びたいと思う！

■地域密着こそが、観光集客の「肝」

論語に「近き者喜び、遠き者来る」という言葉があります。
遠くから人を呼ぶためには、まず近隣の人が喜ぶ施設である事が大切と解釈
する事ができます。観光集客においても、「観光」を目的にするのではなく、
「地域密着」である事が最重要です。工場は、ものづくりの大元であり、企業の
真髄です。現場を体感して頂く事が「わざわざ」需要を生み出すのです。

教室・ラボ

工場体験プログラムファクトリー

ファーム

ガーデン

地域
コンシェルジュ

名物単品

イベント
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オーベルジュ
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マルシェ（産直）
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■観光集客のキーワードの機能落とし込み

観光
スイーツ
ファクトリー

観光集客のキーワードは、

本セミナーは、次のような経営者様にお薦めです。

本セミナーでは、次のような事を得る事ができます。

■工場はあるが、製造機能のみになっている。
■観光店舗開発に積極的に乗り出したい。
■工場新設・工場リニューアルを考えている。

■観光立地店舗が既にあるが、売上が減少している。
■店舗内の実演工房の魅せ方を工夫したい。
■魅せる・集まる工場を作りたい。

■マクロ的な観光に関する時流予見を知る事ができる。
■観光ファクトリーショップの最新事例を知ることができ、具体的なイメージを持つ事ができる。
■成功する立地、店舗機能、工場機能を具体的に知る事ができる。

「無い」を「在る」！に変える。
観光マーケットを創り出すファクトリーショップ

工場はあるけど、

うちは観光地でもないし、

本当に人が来るのかな？

観光の考え方が大きく変わりました。

今なら、あなたのお店も観光集客が可能です！

■観光産業マーケットの8割以上は国内観光

■少子高齢化は観光のカタチを変える

■食の「安全・安心」が言われている昨今、

お客様が店舗に求めるものは？

観光客

県外観光客

観光交流人口

インバウンド

一般的に「観光客」と言われている顧客層。

いわゆる「地元広域客」。県内客にも観光的購
買動向が観られるようになっています。

いま、話題の海外観光客。今回のセミナーでは触
れませんが、改めてお伝えする機会を作ります。

■観光産業マーケットの内訳（２０１２年度）

■き花の杜（北海道旭川市）

旭川市にある「壺屋総本店」さんは、2014年に観光型店舗と

なる「き花の杜」をオープン。地元企業と積極的に協力をし、

店舗内に地元企業のブースを設けたり、お客様と商品開発

を行うモニター会を実施するなど地元に対する施策を実施し

てきました。その結果、地元客が全体顧客の6割から7割とい

う新しい観光型店舗のカタチを造り上げています。

【 FACTORY ＝ FACT ＋ STORY 】

工場（FACTORY）は、貴社の真実（FACT）を伝える（STORY）場所なのです！

観光客は、そこでしか体験できない事を求めて、集まります。それは、商品だけではなく、場・文化・人・学び・体験など

様々な要素です。ただの工場でなく、「伝える工場」でなければなりません。企業の理念を発信するアンテナショップ的

役割を持つことが、結果的に観光集客も実現する事に繋がります。

移動距離
減少

その他、【ファクトリー催事イベントに人口1万人の町に3万人の集客！？】
など、事例盛りだくさんで開催いたします！

ネイ
チャー

カル
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ノスタ
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Nature（自然観）Culture（文化観）
Nostagy（郷愁性）Humanity（人間性）


